
 

 

 

 

     

「進級に向けて」          

                          校長 秋馬 信之 

 

義務教育学校である武蔵台小中学校が開校し 1 年が経とうとしています。保護者・地域

の皆様方には、日頃より本校の教育活動に対しましてご理解と細やかなご支援をいただき、

本日一定の成果を得て終えることができますことを、深く感謝申し上げます。      

 

本日修了式において、7学年代表 A・Cさん、8学年代表 A・Hさん、そして昨日の修了

証書授与式で 1学年代表 A・Yさん、2学年代表 G・Aさん、3学年代表 N・Hさん、4 学年

代表 J・Yさん、5学年代表 A・Rさん、6 学年代表 S・Kさんに修了証を授与し、1年生 28

名、2 年生 27 名、3 年生 30 名、4 年生 43 名、5 年生 35 名、6 年生 39 名、7 年生 38 名、8

年生 36名全員が各学年における全ての課程を修了しました。４月からはそれぞれ進級しま

す。おめでとうございます。 

さて、今日のような１年を締めくくる修了式等、物事の区切目を「節目」と言います。

節目というのは本当に大切で、節目は、「未来を開く出発点」とも言われます。ご家庭に

おかれましては、お子様とこの1年間の歩みや過程を振り返っていただき、次年度に向け

ての目標を、お子様とともに設定していただければと思います。 

【１年間を振り返り、新たな目標を設定する】 

 振り返りをすることにより、成長した点や改善しなければならない点が見えてくると思

います。次年度に向け、改善点は自身の課題として捉え、課題解決に向けた具体的な目標

を設定してください。 

目標には結果目標（順位や成果をあげる）と行動目標（結果を出すために必要な具体的

な行動や内容）があります。結果目標を出すには、当然ながら日々の行動目標が重要です。 

＜例＞ 結果目標（成果）・通知表の「よくできる」の割合を「80%以上」にする 

・数学の評定を「４以上」にする 

・9教科「４以上」の割合を「80%以上」にする 

行動目標（課題）・毎日の自主学習を「１時間以上」行う 

・数学の過去問を毎日「３０分以上」解く 

・毎朝「6時」に起き、朝勉強を行う 

             

                    

 

 

行動目標（課題）を実行して初めて、あなた自身の「学び」となります。「学びから逃げ

ない」「やり抜く力をつける」努力した日数が多ければ、当然成果は上がります。 

「日々の努力が未来の自分をつくる」のです。志を高く持って、毎日とにかく学び続け

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
日高市立武蔵台小中学校 

令和６年３月２６日 第２１号 

× 
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継続は力なり。素直な心や正しい思考をもって課題に取り組
み、その課題をやり続ければ成果が表れることを示していま
す。□の中に「０」が一つでも入ると成果はなしです。大切
なことは、やり続けることです。□に入る数値が高ければ、
当然、成果値も高くなります。 

（素直な心・正しい判断基準）  （課題）    （努力した日数） 

＝成果 

http://flowerillust.com/html/sakura/sakura0065.html


てください。人は学ぶことによって変化します。毎日の学びの積み重ねが、大きな成果となって表れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇卓球部 入間西部地区冬季強化大会兼学総体シード決め大会 女子シングルス優勝 ８－１ S・Aさん  

準優勝８－１ I・Y  3位 ８－１ H・Yさん 3位 ８－１ M・Mさん 

〇埼玉県教育委員会学業優良児童生徒表彰６－１ A・Mさん 

〇埼玉県教育委員会体育優良児童生徒表彰６－１ S・Kさん ６－１ M・Yさん 

〇日高市手作り凧揚げ大会 優秀賞 ２－１ H・Kさん 

〇日高市教育委員会児童生徒表彰 ４－２ U・Yさん ４－２ H・Tさん ４－２ S・Yさん 

                          ６－１ S・Kさん  ６－１ K・Tさん ８－１ N・Kさん 

  

 

3月 8日（金）「ありがとうの会」～ 6年生と 9年生へ感謝の気持ちを込めて～ 

 
「ありがとうの会」では、これまでお世話になった 6年生と 9年生に向け、感謝の気持ちを伝える各学年の工夫を凝らした出し物や、

懐かしい写真のスライド上映を行いました。どの学年も涙と笑いのある心温まる出し物で、私は何度も、子どもたちの純粋な気持ち

に目頭が熱くなりました。また 1 年生が描いた 6 年生の似顔絵や 6 年生と 9 年生の教室への装飾など、全校で創り上げた素敵な「あ

りがとうの会」でした。心から感動しました。児童生徒の皆さん、心から「ありがとうございます」。 

 

 

3月１０日（日）彩の国 21世紀郷土かるた県大会  

市内予選を突破し、放課後、教室や公民館で練習を積み県大会に挑んだ子

どもたち。シーンと静まりかえった会場の中で読み手の声に耳を澄ませ、一

瞬にして札を取る素早さに息をのみました。感動しました！ 

【出場選手】<小学生の部> 6-1 O・Mさん 

6-1 K・Aさん 6-1 N・Nさん 6-1 S・Kさん 

4-1 K・Aさん 4-1 T・Aさん 4-2 M・Nさん  

4-1 T・Aさん 

<個人の部> 4-2 S・A さん 6-1 A・M さん 

制服が自由化となります 

おめでとうございます 台っ子頑張っています！ 

3月 11日（月）フレンド幼稚園の年長

園児さんが 1年生と交流しました 
自由とは「何でも好き勝手にやっていい」ということでは

ありません。自由は、みんなが安心して幸せに生活するため
に、みんなが規律を守り人に迷惑をかけないで生活すること
によってもたらされます。 

4 月から武蔵台小中学校後期課程は、埼玉県で初めての制
服自由化となり、制服を着用して登校してもいいし、私服で
登校しても構わない学校になります。「学校は学ぶところ」で
す。毎日の天気や学習内容、そして学校行事等に応じ「学ぶ
にふさわしい服装を考えること」に意義があるのです。 
武蔵台小中学校の学校教育目標は「自立」「創造」「共生」

です。制服自由化もこの目標の具現化の一つです。自分で考
え、自分を律して行動できる武蔵台小中学校の子どもたちだ
からこそ、制服を自由化にしたのです。 

 

交流会では、
もうすぐ 1 年
生になる年長
さんと、もうす
ぐ 2 年生にな
るお兄さんお
姉さんが一緒
に遊んだり勉
強をしたりし
て、楽しい時間
を過ごしてい
ました。 


